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KT-11由来物質のロタウイルス感染抑制機構の解析 

-日本畜産学会 第 124回大会にて発表- 

株式会社キティーは信州大学農学部との共同研究にて、Lactobacillus crispatus KT-11株由来

物質のロタウイルス下痢症抑制効果について、抑制機構の解析を行いました。 

この研究成果について、3月 27～30日に行われる日本畜産学会第 124回大会にて発表を行い

ます。 

 

【研究概要】 

Lactobacillus crispatus KT-11株 (KT-11) はこれまでに、経口摂取でアレルギー疾患の改善作

用やインフルエンザウイルス罹患症状・ロタウイルス下痢症の有意な抑制効果が確認しています。

本研究は KT-11のロタウイルス下痢症に対する機構の解析を目的としました。 

KT-11 由来 S-layer タンパク質（SLP）は全てのヒト赤血球を凝集させ、その活性は赤血球のノイ

ラミニダーゼ処理後も残存していました。また KT-11 SLPの凝集活性は人工消化液に対して、一定

の耐性があることがわかりました。以上の結果から、経口摂取された KT-11 SLP は血液型糖鎖に

結合することで、これを標的とするロタウイルスの感染を抑制する可能性が示唆されました。 
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